
 

 

 

 

 

東日本大震災の被災者の皆様に、お悔やみとお見舞いを申し上げます 

 ３月１１日に東北地方を襲った大地震は、その被害もさることながら、その後に発生した津

波により、多くのまちと命を奪っていきました。また、地震と津波の影響で、福島第一原子力発

電所は今も予断を許さない危機的な状況に陥り、止む無く避難された方も大勢いらっしゃいます。

現在も避難所生活を余儀なくされている方々を含め、少しでも復興支援の輪を広げたい、そんな

思いが強くいたしております。 

その一方で、４月には全国で統一地方選挙が執行予定であり、尾張旭市でも４月１０日投開票

の愛知県議会議員選挙と、４月２４日投開票予定の尾張旭市議会議員選挙が予定されています。

震災の影響で自粛ムードが全国に広がる中、「こんな時期の選挙は延期するべきだ」とか「街宣車

での活動は自粛すべきだ」などのご意見が寄せられています。被災地の方々のことを思えば、同

じような思いがいたしますが、それでも選挙が行われることも現実であり、我々には何ともでき

ないこの状況で、候補予定者は板挟みの苦しい心境であるのが正直なところです。 

今後、長い期間にわたり、尾張旭市も復興支援に協力していかなければなりませんし、今回の

震災を受けて市の防災体制も改めて検証する必要があります。議員として、議会として、やるべ

きことをやっていく必要がある、そのための選挙であるとご理解をいただきたいと思います。 

 

平成２３年６月で議員年金制度廃止へ 

 何かとご批判をいただくことの多かった議員年金制度ですが、平成２３年６月に廃止になる

ことが決まりました。随分前から、破たんが近いと言われていまして、私も仲間の議員と勉強し

たり、東京まで自費で行って市議会議員共済会の方や地方議

員年金制度検討会委員の横道清孝教授（政策研究大学院大学）

と議員年金問題について意見交換したりしてきました。仲間

の議員で署名を集めて、昨年の１０月１日には「地方議会議

員年金制度廃止を求める意見書」を総務省に提出しましたの

で、破たん前に廃止が決定したことは一歩前進と考えます。 

しかし、廃止後も給付は続きますし、国会議員の年金制度廃止時と同様に掛金の８０％の一時
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金を選択することもでき、その分は今後自治体が負担していくことになります。長い期間で考え

れば、自治体の負担は小さくなるのですが、一時的に負担が大きくなることに理解が得られてい

ない部分もあります。この議員年金制度は、総収入に対する負担率が１３．６％で、老齢厚生年

金の６％弱と比較しても２倍以上で、１２年で受給資格が得られることから「特権的」とされて

いましたが、掛金として２５年分は負担していることなど、実は制度そのものが理解されていな

い部分があり、今後の動きと合わせて、正しい情報をお知らせしていく必要性を感じています。 

 

まちづくり活動に力を入れています 

 現在の東栄小学校のある場所は、昔は砂除池（すおいけ）という池があり、池の大部分を埋

め立てて東栄小学校が建てられました。現在は、東栄小学校の北東角にその一部が残っているの

みです。この砂除池で遊んだ記憶のある方も多く、私も

その１人でありますが、現在は立ち入り禁止です。その

状態で長年放置され荒れていた砂除池を、子どもたちが

遊びや学習の場とできる水辺環境として再生しようと、

東栄小学校で立ち上がった「おっちゃんの会」のメンバ

ーと一緒に、市の協力も得ながら少しずつ頑張っていま

す。何年ぶりかに水が抜けた結果、流出したと思われていた観察路も現れました。現在は、この

観察路の修復と、３０ｃｍ近く溜まったヘドロの除去に取り組んでいます。住宅地の真ん中で、

少しでも自然に近い環境を子供たちに残していきたいと、メンバーと汗をかいています。 

 砂除池での活動費用の一部は、市からの市民活動促進助成金をいただいて

いますが、同じ助成金をいただいて、昨年６月には、子どもたちが国際宇宙

ステーションとアマチュア無線で交信する「ARISSスクールコンタクト」と

いう企画も実施しました。他にも、無二流棒の手保存会、新居馬の塔保存会、

尾張旭市観光協会などで、まちづくり活動を実践しています。こうしたまち

づくり活動をしていただける仲間を増やしながら、そうした活動を行政がサ

ポートする仕組みをこれからも作っていきたいと思います。 

 

ご意見・ご感想をお待ちしております 

●ホームページ http://www.m-yoshinori.net/  ●E-mail info@m-yoshinori.net 

●ブログ http://blog.livedoor.jp/mizunoyoshinori/ 
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